












を目的として平成 10 年 4 月に設立されました。その後、平成 12 年 2 月に本館
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1 民間企業への技術移転 I (優れている点)





スクリーニング系を提供するものである。 Drug discovery 
Today 9, 259(2004) にもその重要性を述べるコメント記事が
掲載されるなど、国際的には評価が高い口商品化に向けて検討
努力を進めてきたことは評価される。 (B)



















評価: 他に優れる (C) 他に劣る (A) 普通 (B)
- 7 -









・平成 12 年度から 17 年度にかけて年平均 2件の特許を出願して
おり、優れていると判断する。(C) 
(不十分な点)










評価: 他に優れる (C) 他に劣る (A) 普通 (B)
3. 各種表彰・賞・新聞報道、 I (優れている点)
招待講演の状況につい|・表彰・受賞・招待講演数および対象学会のレベルは申し分ない。







も 60 を数える。 2000 年 6 月 16 日には条件的不死化細胞の開発
研究の創薬研究への応用として日刊工業新聞にも掲載されてい



















・ 2001 年から合計 69 編の論文を発表しており(自己評価報告書
による)、そのうち 20 編は、 J. Neurosci. 、 J. N eurochem. 、
Mol. Pharmacol.など impact factor 4 以上の論文である。従っ











評価: 他に優れる (A) (B) (C) 
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総括 I














スクリーニング系を提供するものである。 Drug discovery 













































・国からの研究費 7 億 6800 万円を考慮する時、しかしながら、そ
の資金が産業への技術移転に有効に活用されたとは言いがた
い。言い換えれば、当該研究によって 7億 6800 万円相当の価値
を創出したとは言えないのではないだろうか口 (B)
(改善のポイント)
• in vitro 評価系の企業へのアピール、並びに ln VIVO 評価系の改
善/確立に向け民間も含めた研究機関と共同研究を行う。 (A)
評価: 他に優れる (A) (C) 
他に優れているが、活用方法には問題がある (B)
E. プロジェクトの開発研究計画に照らした開発研究の進捗状況に係る評価等
1 開発研究の進捗状況(当 I (優れている点)


























評価: 他に優れる (A) (B) (C) 
(優れている点)
(各種研究員の受入れ状|・毎年 13-15 人の大学院生が研究スタッフとして在籍しており、



































の in-put が必要で、あり、この数年は out-put に集中した結果と
推測するため、特になし。 (A)
総括E
評価: 他に優れる (A) (B) (C) 
(優れている点)






















































また、研究費として、国から 7 億 6800 万円、民聞からし 800 万円を獲得したことは特筆に値
する。積極的に外部資金を獲得するように努力したことは高く評価される。





































































































(1)ユネスコ第 1 回世界 TERAKOYA 会議で研究発表。
文部科学省 山元振興局長、 JST 沖村理事長:出席
(2) 日本神経回路学会論文賞受賞 H.16.10 
(3) 招待海外講演: 19 件/国内講演: 89 件
専門分野における関心の高さがわかる。

























(2) 文部科学省・ JST の採用した研究プロジェクトとしても的
確であり、大成功の研究成果と評価されているであろう。
(3) 研究成果の技術移転の代表例として図書出版を挙げれば、そ




































































































































つ有意義に終了したO 参加者は 1500 名であった。


























(2) 特に、[ユネスコ第 1 回世界 TERAKOYA 会議]での発表なら






























































































































2. 発明、特許権その他の知 I (優れている点)
的財産権の状況につい|スギ花粉症に関係するアレルギー診断技術に関わる特許 3 件、魚





































総括 1 I (優れている点)


























































2. 研究者の育成状況 I (優れている点)
(各種研究員の受入れ状|教授、助教授を除くスタッフとして、博士課程修了者 3 名(助手















































































































































総括 1 I (優れている点)



































































































































































































































総括 n I (優れている点)
外部資金の獲得状況と、その資|・国からと企業からの研究資金とをバランスよく取得している。





・獲得している国からの研究資金は 2 、 3 年程度の期間であるが、






























































上記 1. -3. までの評価に基|・研究費獲得でも技術者受け入れでも産学連携共同研究はおおむ
づき当初の開発研究計画の進捗| ね順調に推移していると考えられる 一部は外に対して見える




















































平成 1 7 年度東北大学未来科学技術共同研究センター
(NICHe) 研究プロジェクト評価委員会実施要項










(2 )各フ。ロジェクトの活動報告(プロジェクトリーダーの発表 1 5 分、書面審






















平成 1 7 年度東北大学未来科学技術共同研究センター
研究プロジェクト評価委員会委員名簿










時 間 次 第 等 {属 考
13:00-13:02: (2) 開会(センター長挨拶)
2 13:02 -13:05 ~ (3) 自己紹介
3 
(1) 
13:05-13:20 1 (15) 評価委員長の選出及び評価方法の説明
13:20-13:35 1 (15) 1 発表(リーダー)
L_ ーーーーーーーーーー皿ーーーーーーーーーーーー 開・・・ - - - - - - - ---
(2) 13:35-13:40: (5) 植松教授(報告(書面審査委員)
① 
ーーーーーー- --1--- 』田ーーーーーーーーーーー由ーーーーーーーーーーー -・・・ ・田・・ ・・・・ ・・圃・ ・・・・ ・・・・ 圃・・・ ・・・・ ・・"・ - -
13:40-13:50 : (10) (3年目) 1 質疑(委員、リーダー、書面審査委員)
r- ーーーーー由ーーー- -ーーーー 圃・ ・・・・E ・・・田. .・圃・. -'・・・ a・・・. .・・・・ ・・・・ a・・圃. -
13:50-13:55: (5) :討論(委員及び書面審査委員)
13:55-14:00 ~ (5) (発表準備)
14:00-14:151(15) 1 発表(リーダー)
14:15-14:20 1 (5) 川島教授 t 報告(書面審査委員)
② L_ ーーーーー四ーーー- -ーーーーーー皿ーーーーー




14:40-14:55 1 (15) 』発表(リーダー)
-・・・ ・圃・・ ・・・・ ・田・・ ・・・・ ・・・・ 圃圃・ ・・・・ ・同開・ ・・・・ 園田
14:55-15:00 1 (5) 河野教授『報告(書面審査委員)




15:15-15:45 : (30) 休 憩(発表準備)
15:45-16:00 : (15) t 発表(リーダー)
「ー『ーーーーーーーーー由ーーーーーーーーー四ーー -・圃・ ・・・・ ・・・・ ・・圃幽 ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・
16:00-16:05 1 (5) 寺崎教授;報告(書面審査委員)




16:25-16:40 : (15) ;発表(リーダー)
「国ーーーー田ーーーーーーー E・圃・・ E・・・ ・・圃・ a・・・・ ・・・・ ・・・・ - -回 ・・・・ ・・・・ ・・・・
⑤ 
16:40-16泊 1 (5) 横山教授(報告(書面審査委員)
(3年目) í 質ーー疑ー(ー委ー員ーー、ーリーーーダーー、書面審査委員)
-圃・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・『 圃・・・E ・・・・E ・陶圃歯 a・・・. -
16:45-16:55 1 (10) 
- .幽・・ ・・・・ ・圃圃匝 ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ - - -- -・・・ ・・・・ ・・圃・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ ・・・・ 圃圃肉剛 ・・・・ ・・・開 -
16:55-17:00 1 (5) 1 討論(委員及び書面審査委員)
1 7 :00 -1 7: 1 0 : (1 0) 討議準備
































〔叩 0刊 9 日|
規第 4 6 号 j
第 1 条 この規程は、東北大学未来科学技術共同研究センター(以下「センター」とい
う。)の組織及び運営について定めるものとする。
(目的)















第 4 条 センター長は、センターの業務を掌理する。
2 センター長の選考及び任期は、東北大学未来科学技術共同研究センター長選考及び
任期規程(平成 1 6 年規第40 号)の定めるところによる。
(副センター長)




















































第 1 5 条 センターの事務については、国立大学法人東北大学事務組織規程(平成 1 6 
年規 151 号)の定めるところによる。
(雑則)
第 1 6 条 この規程に定めるもののほか、センターの組織及び運営に関し必要な事項は、
センター長が定める。
附則
1 この規程は、平成 1 0 年 4 月 9 日から施行する。
2 この規程の施行後最初に委嘱される専門委員の任期は、第 1 5 条本文の規定にかか
わらず、平成 1 2 年 3 月 3 1 日までとする。
3 東北大学未来科学技術共同研究センター(仮称)設置準備委員会規程(平成 9 年規
-48-
第 7 6 号)は、廃止する。
附員!J (平成 1 0 年 6 月 9 日規第 117 号改正)
1 この規程は、平成 1 0 年 6 月 9 日から施行する。
2 この規程の施行後最初に委嘱される東北アジア研究センターに係る次の各号に掲
げる委員の任期は、東北大学留学生センター規程第 1 1 条第 1 項本文の規定及び東北
大学学際科学研究センタ一規程第 1 4 条第 1 項本文の規定にかかわらず、当該各号に
定めるとおりとする。
一 留学生センター運営委員会委員 平成 1 2 年 3 月 3 1 日まで
二 学際科学研究センター運営委員会委員 平成 1 1 年 3 月 3 1 日まで
附員Ij (平成 1 2 年 3 月 3 1 日規第 5 5 号改正)
この規程は、平成 1 2 年 4 月 1 日から施行する。
附則(平成 1 3 年 3 月 3 1 日規第 74 号改正)
この規程は、平成 1 3 年 4 月 1 日から施行する。
附則(平成 1 4 年 4 月 1 6 日規第 128 号改正)
この規程は、平成 1 4 年 4 月 1 6 日から施行する。
附則(平成 1 4 年 7 月 1 6 日規第 135 号改正)
この規程は、平成 1 4 年 7 月 1 6 日から施行する。
附則(平成 1 5 年 1 0 月 1 日規第 9 8 号改正)
この規程は、平成 1 5 年 1 0 月 1 日から施行する。
附則(平成 1 6 年 4 月 1 日規第 198 号改正)
この規程は、平成 1 6 年 4 月 1 日から施行する。
附則(平成 1 7 年 4 月 1 日規第 8 2 号改正)
この規程は、平成 1 7 年 4 月 1 日から施行する。
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東北大学未来科学技術共同研究センター研究プロジェクト評価委員会内規
制定平成 1 0 年 4 月 9 日
(趣旨)





第 2 条 研究プロジェクト評価委員会は、東北大学の教員以外の学識経験者による委員
若干人をもって組織する。
(委員長)
第 3 条 研究プロジェクト評価委員会に委員長を置き、委員の互選によって定める。
2 委員長は、会務を総理する。
(委嘱)
第 4 条 第 2 条に掲げる委員は、センター長が委嘱する。
(雑則)




この内規は、平成 1 0 年 4 月 9 日から施行する。
附則(平成 1 2 年 4 月 1 日改正)
この内規は、平成 1 2 年 4 月 1 日から施行する。
附則(平成 1 6 年 4 月 1 日改正)
この規則は、平成 1 6 年 4 月 1 日から施行する。
附則(平成 1 7 年 4 月 2 6 日改正)








(平成 1 6 年 4 月 1 日制定)
(趣旨)
第 1 条 この要項は、東北大学未来科学技術共同研究センタ一規程(平成 1 6 年 4 月 1
日規第 198 号)第 1 3 条及び東北大学未来科学技術共同研究センター研究プロジェ




第 2 条 東北大学未来科学技術共同研究センターの設立目的を十分達成するため、開発
研究部等の研究プロジェクト評価は、研究開始後 2 年を経過した開発研究プロジェク
ト(以下「プロジェクト」という。)の開発研究成果の評価を中心に、原則として、










第 4 条 委員の任期は委嘱した日から当該年度の末日までとし、その欠員が生じた場合
の補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。
2 評価協力者の任期は l 年以内とする。
3 委員及び評価協力者は再任されることができる。
(秘密を守る義務)








第 6 条 委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、委員長があらかじめ指
名する委員が、その職務を行う。
(評価の対象及び評価事項)













3 本条第 1 号に規定する自己評価報告書に関する細目は、センター長が定める。
(研究プロジェクト評価結果の運営専門委員会への報告)
第 9 条 センター長は、研究プロジェクト評価結果に意見を附した上で、運営専門委員
会へ報告するものとする。
(研究プロジェクト評価報告書の公開)
第 1 0 条 センター長は、前条による研究プロジェクト評価結果の報告の後、研究プロ
ジェクト評価報告書を作成し、外部に公表するものとする。
(庶務)
第 1 1 条 研究プロジェクト評価委員会及び研究プロジェクト評価に関する庶務は、未
来科学技術共同研究センタ一事務部において処理する。
(雑則)
第 1 2 条 この要項に定めるもののほか、研究プロジェクト評価に関レ必要な事項は、
センター長が定める。
附則
この要項は、平成 1 6 年 4 月 1 日から施行する。
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